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弘
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(一
)

初

崎

正

純

悉
曇

(
d
f
o
p
d
s
)

は
西
暦
七
-
九
世
紀
頃
に
流
行
し
た
文
字
で
、
仏
教
経

典
の
原
本
に
も
使
用
せ
ら
れ
、
特
に
密
教
徒
は
梵
字
を
大
切
に
し
、
そ
し
て
日

常
そ
の
真
言
・
讃
唄
を
唱
え
る
か
ら
、
古
来
そ
れ
を
必
須
の
基
礎
学
と
し
、
悉

曇
を
知
ら
ぬ
学
者
に
は

「半
真
言
師
」
の
汚
名
を
冠
し
た
程
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
真
記
・
天
台
の
両
密
宗
が
こ
れ
を
伝
承
し
、
そ
の
分
野
も
梵
字

の
読
み
書
き
か
ら
、

一字

一
字
に
関
し
て
の
教
理
的
解
釈
、
更
に
は
文
法
的
方

面
に
及
ぶ
が
、
悉
曇
は
日
本
語
に
比
し
、
言
語
体
系
が
異
る
上
、
文
献
も
不
備

不
完
全
で
、
あ
ま
り
語
学
的
面
は
進
歩
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
後
に
は
多
労
少

功
の
悉
曇
学
に
力
を
入
れ
る
密
教
徒
に
対
し
て

「悉
曇

・
声
明
愚
僧
の
役
」
等

の
書
辞
も
聞
か
れ
る
-

が
。
一
千
百
有
余
年
に
亘
り
師
資
相
承
し
、
ひ
た
む

き
に
研
讃
を
累
積
し
て
来
ら
れ
た
先
哲
の
心
を
偲
び
、
そ
れ
が
究
極
に
は
仏
教

経
典
の
根
原
的
理
解
に
直
結
し
得
る
と
の
敬
愛
の
念
か
ら
発
し
た
こ
と
を
思
え

ば
、
わ
れ
ら
末
徒
は
襟
を
正
し
て
、
そ
の
努
力
に
対
し
真
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

日
本
に
梵
字

・
梵
語
に
関
し
て
の
知
識
が
移
入
し
た
の
は
い
つ
頃
か
、
そ
れ

は
仏
教
の
伝
来
当
時
に
湖
る
が
。
そ
の
普
及
は
、
聖
武
天
皇
の
天
平
八
年

(七

三
六
)
に
来
朝
し
た
イ
ン
ド
僧
B
s
d
l
k
f
j
l
s
a
b

(七
〇
三
-
七
六
〇
)
、お
よ
び

(
1
)

仏
哲
の
南
都
大
安
寺
に
お
け
る
梵
学
教
授
の
後
で
あ
る
。
そ
し
て
仏
哲
の
悉
曇

章

(梵
字
帖
)
は
江
戸
時
代
の
頃
ま
で
伝
写
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
梵
字
帖
が
弘

法
大
師

(七
七
四
-
八
三
五
)
に
い
か
程
の
感
化
を
与
え
た
か
は
明
か
で
な
い

-

汐
か
の
延
暦
二
十
三
年

(八
〇
四
)
に
入
唐
し
て
長
安

(現
在
の
西
安
)
に
遊

学
し
、
不
空
三
蔵
の
嫡
弟
恵
果
阿
闇
梨

(七
四
六
-
八
〇
五
)
よ
り
金
剛

・
胎

(
2
)

蔵
両
部
の
密
教
を
授
か
り
、
な
お
同
門
の
慧
琳
阿
闊
梨

(七
三
八
-
八
二
〇
)

か
ら
悉
曇
学
を
習
得
し
て
大
同
元
年

(八
〇
六
)
に
帰
朝
せ
ら
れ
た
。
そ
の
請

来
目
録
に
見
る
二
一
六
部
四
六

一
巻
申
、
梵
字
関
係
の
文
献
が
四
二
部
四
四

巻
も
あ
る
点
か
ら
、
弘
法
大
師
の
斯
学
に
対
し
て
め
努
力
が
窺
え
る
。
更
に

(
3
)

「梵
字
悉
曇
字
母
並
釈
義
」

一
巻
、
承
和
二
年

(八
三
五
)
正
月
二
十
二
日
付

(
4
)

の
三
業
度
人
の
官
符
中
、
声
明

(悉
曇
)
業

一
人
の
下
に

「梵
字
悉
曇
章

三
部

二
巻
を
書
諦
す
べ
し
」
等
の
文
を
指
し
た

「大
悉
曇
章
」
二
巻
の
著
書
が
現
存

し
、
こ
れ
が
弘
伝
の
功
績
も
大
で
あ
る
。

密
教
の
基
礎
学
と
し
て
の
悉
曇
は
、弘
法
大
師
が
当
時
世
界
文
化
の
中
心
地
、

唐
の
長
安
よ
り
直
接
組
織
的
に
移
植
せ
ら
れ
、
は
じ
め
て
日
本
に
根
を
下
し
た

が
、
そ
の
悉
曇
字
母
の
記
号

(
m
s
a
l
k
d
j
)

の
数
は
古
来
よ
り
多
少
の
相
違
が

(
5
)

あ
る
。
し
か
し
根
本
的
に
は
玄
婁
三
蔵

の

「
西
域
記
」
巻
二
に
お
け
る

「
原
始

乗
則
四
十
七
言
也
」

で
、
十
四
母
音

・
三
十
三
子
音
を
以
て
構
成

し
、

そ

の
順

序
は
左
の
通
り

で
あ
る
。

a
 
a
 
i
 
i
 
u
 
u
 
r
i
 
r
i
 
l
i
 
l
i
 
e
 
a
i
 

o
 
a
u
 
(
1
4即
叫
)

da
 
d
h
a
 
n
a
 
p
h
a
 
b
a
 
b
h
a
 
m
a
 
y
a
 
r
a
 
l
a
 
v
a
 
s
a
 

(
3
3申雌
)

そ
の
他
、
古
来
の
悉
曇
章
の
記
述
を
見
る
に
、
字
母
の
配
列
が
異
る
ゆ
え
、

こ
れ
を
整
理
し
分
類
せ
ば
次
の
六
種
に
な
る
。

(
I
) 
母
音
申
r
i
 
r
i
 
l
i
 
l
i
 
l
i

の
四
を
除
き

碧

の
次
に
a
m
 
a
hを
加
え
、

子
音
の
末
に

犀
招

を
付
し
て
四
十
六
字
。
(「
方
広
大
壮
厳
経
」
大
正
蔵

-678-



三

・
五
五
九

c
)

(
2
)
 
子
音
末

の

閃
紹

に
代

え

冨

字
を
置

き
、
他
は
大
壮
厳
経
に
同
じ
。

(
「
ジ
ヤ
イ
ナ
教
所
伝
」
G

・
B
u
h
o
r
:
 
 
l
n
d
i
s
c
h
e
 
a
e
p
g
r
a
p
.

2
参

照
)

(
3
)
 
a
 
a
 
i
 
i
 
u
 
u
 
e
 
a
i
 

o
 
a
u
 
の
十
母
音
を
記
し
、
碧

の
次
に

「
於
十

四
音
是
究
寛
也
」

の
文
を

示
し
、

そ
し
て

餌
壱

魯

等
の
字
母
を
あ
け
、

子
音

の
k
a
-
l
a
ま
で
は
ジ
ヤ
イ
ナ
教

の
所
伝

に
同
じ
で
あ
る
が
、

そ

の

後
に
r
i
 
r
i
 
l
i
 
l
i
 

の
四
母
音

を
配

し
て
五
十
字
。

(
「浬

繋

経
」
大

正

蔵

十

二

・
六
五
三

c
)

(
4
)
 

母
音
十
四
は
西
域

記
の
配
列
法
に
同
じ
、
他

は
大
荘
厳
経

の
順
序

で

五
十
字

(
「
金
剛
頂

経
釈
字

母
品
」

大
正
蔵
十

八

・
三
三
八
b
)

(
5
)
 
方
広
大
荘
厳

経
に
基

き
母
音
十

二
を
列
ね
、

そ

の
後

に

牲

廿

甥

冒

の
四
母
音
を
加
え
、
子
立
旦
二
十

四

の
他
に

一『
ぢ

を

(
k
s
aの
前

に
)
付

し
五
十

一
字
。

(「
悉
曇
字
記
」

大
正
蔵

五
四

・
一
一
八
七
b
)

(
6
)
 
字
数
は
悉
曇
字

記
に
同
じ
で
、

母
音

は
西
域
記

の
配
列
に
等

し
い
。

但

し

「
末
後
二
字

(
l
l
a
s
 
k
s
a
)

不
入
其
教
」

で
あ
る
か
ら
、
悉
曇

章
と

し
て
の
使
用
は
四
十
九
字
。

(
「南

海
寄
帰
伝
」
大
正
蔵
五
四
・
二
二
八
b
)

以
上
の
六
種
類
中
、
弘
法

大
師

の
伝
承
せ
ら
れ
た
悉
曇
章
は
、

第
四
項

に
お

け

る

「
金
剛
頂
経
釈
字

母
品
」

の
系

統
に
し
て
、

不
空
三
蔵

の
所
伝
に
他
な
ら

(
6
)

ぬ
-

が
。

そ

の
悉
曇

章
を

見
る
に
、

円
行
僧
都

(
七
九
八
-
八
五
二
)

の
本

に
同
じ
で
、
は
じ
め
に
d
l
f
k
g
j
d
l
s
 
a
s
k
d
f
j
l
 
s
a
k
d
j
f
 
l
f
g
d
f
d
f
g

等

の
文
字
を
記
し

て
、

こ
れ
が
題
目

で
あ
る
と
注
し
、

次
に
そ
の
字
母
が
配
し

て
あ

る
。
悉
曇

の
配
列
法
も
、

か

の

「
一
切
経
音
義
」
お
よ
び

「
西
域
記
」
巻

二
の
所
伝
が
十

二
章
で
あ
る

の
に
対
し

て
、
弘

法
大
師
は
十

八
章

の
形
式
を
伝

(
7
)

承
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
義
浄

・
智
広
両
三
蔵
の
本
に
同
じ
で
、
十
二
章
は
本
、
十

八
章

の
中
、

八
-
十
四
章
に
至
る
七
章
が
、

一
-
七
章
に
あ

げ

た

文

字

に

屋

字

の
半
体
を
加
え
る

こ
と
を
教
え
る
ゆ
え
、

九
-

十
四
章
ま
で
の
六
章
を
省
略

し
た
も

の
で
、
そ
の
悉
曇
配
列
法

は
誤
り

で
な

い
。

な
お
梵
字
は
朴
筆
で
書
か
れ
た
-

が
。
日
本
の
国
語
学
上
、
最
も
興
味
の

あ

る

「
い
ろ
は
」
歌

・
五
十
音
図

は
、
弘
法
大
師

の
作
に
は
疑
問
も
あ

る
が
、

ア

・
イ

・
ウ

・
エ
・
オ

・
カ

・
キ

・
ク

・
ケ

・
コ
等

の
五
十
音
は
悉
曇

の
音
を

整
理

し
た
も

の
で
、
そ

の
流

れ
を
汲
む
五
大

院

安

然

僧

正

(
八

四

一
-

八
九

七
)

を
は

じ
め
当
時

の
悉
曇
学

の
巨
匠

に
よ
り
作
成

せ
ら
れ
た
こ
と
は
否
定

で

き

な
い
。

そ
れ
は
高
野
山
常
善
院

心
覚
僧

正

(
一
一
一
七
-

一
一
八
〇
)

の
梵

語
辞
典

「
多
羅
葉
鋤
」
三
巻
が

「
い
ろ
は
」

の
順

序
で
記
し
て
あ
る
点
か
ら
も

注

目
せ
ら

れ
る
が
、

わ
が
国
語
学

の
方
面

に
お
け
る
弘
法
大
師
の
功
績
は
甚
大

で
あ
る
。

1
 
ヴ

エ
ト
ナ
ム
僧
に
し
て
そ

の
世
寿
は
不
明
。

(
慈
覚
大

師

讃
仰

集
、

一

五
三
頁
参
照
)

2
 
不
空
三
蔵

の
弟
子
で
、
建
中

の
末
年

(
七

八
三
)

-
元
和
元
年

(
八
〇

七
)

に
亘
り
、
長
安
の
西
明
寺

に
住

し
て

「
一
切
経
音

義
」

(大

正
蔵

五

四

・
四
七
〇

a
収
載
)

を
著
作

し
た
中

国
の
学
僧
。

3
 
弘
法
大
師
全
集
第
二
輯

七
二
四
頁
収
載
。

4
 
同

上
第
五
輯

三
九
八
頁
参
照
。

5
 
大

正
蔵
五

一
・
八
七
六

c
。

6
 
弘

法
大
師
の
弟
子

に
し

て
、
そ
の
悉
曇

章

は
大
正
蔵
八
四

・
三
九
二
b

収
載
。

7

「
南

海
寄
帰
伝
」
(
義
浄
訳
)

大
正
蔵
五

四

・
二
二
八
b
、

「
悉
曇
字
記
」

(智
広

作
)
大
正
蔵

五
四

・
一
一
八
七
b
参
照
。

弘
法
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師
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一
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一
五
五
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